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特
集

人
権
教
育
の
視
点
か
ら
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
構
築
を

桂
　
　
正
孝

社
会
問
題
に
な
っ
た
フ
リ
ー
タ
ー
や
ニ
ー
ト
の
問
題
の
核
心
は
、
子
ど
も
・
若
者
の
社
会
的
自
立
支
援
に
あ
り
、
職
業
の
自
由
を
希
求
す
る
生
存
権
・
学
習
権

保
障
の
．
課
題
で
も
あ
る
。
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
推
進
は
、
同
和
教
育
の
経
験
と
成
果
に
学
び
、
男
女
平
等
教
育
、
多
文
化
共
生
教
育
、
障
害
児
教
育
な
ど
人
権
教
育

の
実
践
と
結
合
し
て
展
開
し
な
け
れ
ば
、
対
症
療
法
の
域
を
出
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
キ
ャ
リ
ア
教
育
と
人
権
教
育
の
統
合
の
接
点
を
考
察
し
た
。

一
今
、
な
ぜ
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
な
の
か

一
九
九
〇
年
代
に
入
っ
て
東
西
冷
戦
構
造
が
崩
壊
し
、
経
済
の

グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
急
速
に
す
す
み
、
世
界
は
市
場
経
済
重
視
の
「
大

競
争
時
代
」
に
突
入
し
た
。
日
本
の
政
治
は
グ
ロ
ー
バ
ル
戦
略
を

欠
き
、
少
子
高
齢
化
社
会
へ
の
対
応
を
怠
り
、
経
済
の
バ
ブ
ル
化

と
そ
の
崩
壊
を
ま
ね
い
て
今
な
お
財
政
赤
字
は
拡
大
し
、
未
曾
有

の
経
済
的
破
局
の
淵
に
立
っ
て
い
る
。
完
全
失
業
率
も
四
・
五
％

（
三
一
三
万
人
、
た
だ
し
近
畿
は
五
・
九
％
、
二
〇
〇
五
年
三
月
）
前

後
の
横
ば
い
状
態
に
あ
り
、
雇
用
不
安
は
深
刻
な
ま
ま
で
あ
る
。

階
層
格
差
は
増
大
し
、
セ
イ
フ
テ
ィ
‥
ネ
ッ
ト
未
形
成
の
な
か
で

リ
ス
ト
ラ
や
倒
産
な
ど
経
済
・
生
活
問
題
に
起
因
す
る
中
高
年
層

の
自
殺
が
激
増
し
、
給
数
で
は
六
年
連
続
三
万
人
を
超
え
、
二
〇

〇
三
年
は
三
万
四
四
二
七
人
に
達
し
て
い
る
。

日
本
の
労
働
市
場
の
特
徴
と
い
わ
れ
た
終
身
雇
用
・
年
功
序

列
、
企
業
内
組
合
、
企
業
内
教
育
訓
練
な
ど
の
社
会
経
済
制
度
が
、

こ
の
激
変
転
換
の
な
か
で
根
底
か
ら
揺
さ
ぶ
ら
れ
、
解
体
し
っ
つ

あ
る
。
四
月
一
括
採
用
と
い
う
新
規
学
卒
優
遇
制
度
の
形
骸
化
も

著
し
い
。
わ
け
て
も
、
新
規
高
卒
予
定
者
に
対
す
る
職
安
・
学
校
・
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企
業
の
連
携
に
よ
る
一
人
一
社
制
・
学
業
成
績
重
視
・
実
績
主
義

と
い
っ
た
学
枚
か
ら
職
業
へ
の
日
本
型
移
行
シ
ス
テ
ム
の
形
骸
化

は
、
従
来
の
直
接
職
業
に
関
連
し
た
ス
キ
ル
や
資
格
を
重
視
し
な

い
採
用
慣
行
の
結
果
、
「
就
社
意
識
」
は
あ
っ
て
も
職
業
観
の
育

成
や
職
業
準
備
教
育
が
不
十
分
な
、
変
化
に
対
応
で
き
な
い
若
者

を
大
量
に
生
み
出
し
て
い
る
。

内
閣
府
に
よ
る
と
、
フ
リ
ー
タ
ー
（
一
五
～
三
四
歳
、
パ
ー
ト

や
ア
ル
バ
イ
ト
、
契
約
社
貞
で
な
い
層
）
　
人
口
が
二
〇
〇
一
年
に
四

一
七
万
人
に
達
し
、
一
〇
年
間
で
二
倍
強
に
増
え
、
通
学
や
職
探

し
・
職
業
訓
練
を
し
て
い
な
い
ニ
ー
ト
が
、
二
〇
〇
二
年
推
計
で

約
八
五
万
人
に
上
る
と
発
表
さ
れ
た
。
近
年
、
新
規
高
卒
、
大
卒

の
無
業
率
が
、
そ
れ
ぞ
れ
一
〇
％
、
二
〇
％
を
超
え
、
毎
年
三
〇

万
人
近
い
若
者
が
正
規
の
就
職
を
し
な
い
・
で
き
な
い
状
況
に
陥

り
、
失
業
率
一
〇
％
を
超
え
る
高
失
業
時
代
を
迎
え
て
い
る
。
い

ず
れ
に
し
て
も
、
日
本
の
将
来
を
担
う
若
者
た
ち
が
、
人
生
の
門

出
に
お
い
て
仕
事
に
誇
り
と
将
来
に
希
望
を
持
て
ず
、
社
会
的
自

立
を
は
ば
ま
れ
て
い
る
事
態
は
重
大
で
あ
る
。

こ
う
し
た
背
景
に
は
、
若
者
の
自
立
支
援
に
対
応
し
た
公
的
で

包
括
的
な
社
会
・
経
済
シ
ス
テ
ム
が
な
い
の
と
同
時
に
、
確
か
な

職
業
観
や
労
働
観
の
確
立
が
欠
け
て
お
り
、
そ
れ
を
育
成
す
る
キ

ャ
リ
ア
教
育
の
不
足
が
あ
る
こ
と
も
認
め
ね
ば
な
る
ま
い
。

産
業
構
造
の
激
変
に
よ
る
労
働
内
容
の
高
度
化
・
専
門
化
・
流

動
化
に
つ
れ
、
専
門
職
の
需
要
が
増
大
す
る
と
と
も
に
高
等
教
育

へ
の
需
要
が
高
ま
り
、
新
規
採
用
を
大
学
卒
に
限
定
す
る
企
業
・

地
方
自
治
体
も
珍
し
く
な
い
。
さ
ら
に
、
中
小
企
業
の
海
外
移
転

や
外
国
人
労
働
者
と
の
競
合
も
あ
り
、
新
規
高
卒
の
求
人
が
激
減

し
、
結
果
と
し
て
、
よ
り
低
学
歴
の
者
に
は
、
世
間
的
に
忌
避
さ

れ
る
三
K
労
働
や
特
定
の
職
種
に
し
か
門
戸
が
開
か
れ
な
く
な
っ

て
い
る
。
『
排
除
さ
れ
る
若
者
た
ち
　
フ
リ
ー
タ
ー
と
不
平
等
の

再
生
産
』
　
（
部
落
解
放
・
人
権
研
究
所
、
二
〇
〇
五
年
四
月
）
　
に
よ

れ
ば
、
大
阪
の
フ
リ
ー
タ
ー
や
若
年
失
業
者
が
、
被
差
別
部
落
出

身
者
な
ど
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
学
歴
・
文
化
面
で
低
い
階
層
か
ら
よ

り
多
く
出
現
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

二
　
職
業
選
択
の
自
由
を
求
め
て

戦
後
、
部
落
解
放
同
盟
主
導
の
部
落
解
放
国
策
樹
立
請
願
運
動

に
よ
っ
て
引
き
出
さ
れ
た
同
和
対
策
審
議
会
答
申
（
一
九
六
五
年
、

以
下
、
同
対
審
答
申
）
　
の
「
同
和
問
題
の
早
急
な
解
決
こ
そ
国
の

責
務
で
あ
り
、
国
民
的
課
題
で
あ
る
」
と
の
画
期
的
な
認
識
に
基

づ
き
、
そ
の
後
三
三
年
に
わ
た
り
、
「
同
和
対
策
特
別
措
置
法
」
（
一

九
六
九
年
、
以
下
、
特
措
法
）
　
等
に
よ
る
同
和
対
策
事
業
が
実
施

さ
れ
た
。
こ
の
間
、
環
境
改
善
だ
け
で
な
く
同
和
教
育
の
取
り
組

み
も
大
き
く
進
展
し
た
。
日
本
国
憲
法
の
立
憲
主
義
に
基
づ
い
て
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部
落
問
題
の
解
決
に
国
が
行
政
的
責
任
を
認
め
、
取
り
組
み
始
め

る
の
に
、
約
二
〇
年
の
歳
月
を
要
し
た
こ
と
に
な
る
。

同
対
審
答
申
は
、
「
近
代
社
会
に
お
け
る
部
落
差
別
と
は
、
市

民
的
権
利
、
自
由
の
侵
害
」
で
あ
り
、
「
市
民
的
権
利
、
自
由
と
は
、

職
業
選
択
の
自
由
、
教
育
の
機
会
均
等
を
保
障
さ
れ
る
権
利
、
居

住
お
よ
び
移
転
の
自
由
、
結
婚
の
自
由
な
ど
で
あ
り
」
、
な
か
で

も
「
職
業
選
択
の
自
由
、
す
な
わ
ち
就
職
の
機
会
均
等
が
完
全
に

保
障
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
と
く
に
重
大
で
あ
る
」
と
の
認
識
を

示
し
、
「
近
代
産
業
か
ら
締
出
さ
れ
、
い
わ
ゆ
る
停
滞
的
過
剰
人

口
が
同
和
地
区
に
数
多
く
滞
留
し
て
い
る
」
と
分
析
し
た
。
そ
の

社
会
認
識
の
枠
組
み
は
、
産
業
構
造
の
近
代
化
を
課
題
と
す
る
、

い
わ
ゆ
る
「
二
重
構
造
」
論
に
よ
っ
て
い
た
。
部
落
差
別
を
「
半

封
建
的
な
身
分
差
別
」
と
規
定
し
、
「
前
近
代
的
な
身
分
社
会
の

性
格
を
持
っ
て
い
る
」
と
捉
え
、
「
二
重
構
造
を
解
消
す
る
政
策

の
一
環
と
し
て
」
同
和
対
策
を
位
置
づ
け
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し

た
観
点
か
ら
、
具
体
的
方
策
と
し
て
「
学
力
の
向
上
措
置
」
「
進

路
指
導
に
関
す
る
措
置
」
や
「
就
学
、
進
学
援
助
措
置
」
な
ど
が

打
ち
出
さ
れ
た
。
同
答
申
は
、
憲
法
の
基
本
的
人
権
の
条
項
、
と

り
わ
け
第
一
四
条
　
（
法
の
下
の
平
等
）
、
第
二
二
条
　
（
職
業
選
択
の

自
由
）
、
第
二
五
条
（
生
存
権
）
、
第
二
七
条
（
勤
労
の
権
利
）
等
に

立
脚
し
、
「
職
業
選
択
の
自
由
」
の
保
障
に
は
「
就
職
の
機
会
均
等
」

の
保
障
が
不
可
欠
で
あ
る
と
の
認
識
に
立
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
の
「
就
職
の
機
会
均
等
」
　
の
旗
印
の
も
と
に
一
九
六
〇
年
代

の
前
半
、
中
・
高
の
現
場
教
師
を
中
心
に
就
職
差
別
反
対
闘
争
が

闘
わ
れ
、
「
就
職
指
導
」
「
進
路
指
導
」
と
い
う
既
成
の
用
語
に
対

し
、
「
就
職
保
障
」
「
進
路
保
障
」
と
い
う
新
し
い
用
語
が
全
国
同

和
教
育
研
究
協
議
会
の
研
究
活
動
の
深
ま
り
の
な
か
で
創
出
さ
れ

た
。
さ
ら
に
一
九
六
〇
年
代
後
半
か
ら
七
〇
年
代
に
か
け
て
、
特

措
法
下
で
部
落
解
放
奨
学
金
制
度
が
確
立
さ
れ
、
就
職
差
別
撤
廃

闘
争
を
通
し
て
各
地
で
進
路
保
障
協
議
会
が
結
成
さ
れ
、
新
規
高

卒
者
用
の
全
国
統
一
応
募
書
類
を
策
定
す
る
に
至
っ
た
。

こ
う
し
て
、
被
差
別
部
落
　
（
以
下
、
部
落
）
　
の
子
ど
も
た
ち
の

高
校
進
学
率
も
一
九
七
五
年
に
か
け
て
急
上
昇
し
、
全
国
平
均
で

部
落
外
と
の
格
差
が
五
％
ま
で
縮
小
し
た
が
、
そ
れ
以
上
の
縮
小

は
見
ら
れ
ず
、
高
度
成
長
時
代
に
も
定
時
制
・
通
信
制
高
校
進
学

者
が
多
く
、
就
職
時
に
「
金
の
卵
」
扱
い
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ

た
。
高
枚
中
退
率
は
部
落
外
の
二
～
三
倍
に
達
し
、
そ
の
傾
向
は

今
日
も
続
い
て
い
る
。
大
学
進
学
率
も
全
国
平
均
の
半
分
か
ら
三

分
の
二
程
度
で
低
迷
し
て
お
り
、
高
等
教
育
へ
の
教
育
機
会
に
お

け
る
差
別
的
格
差
構
造
は
、
ほ
と
ん
ど
解
消
さ
れ
て
い
な
い
。

三
　
就
職
差
別
撤
廃
運
動
の
新
た
な
地
平

同
対
審
答
申
の
「
職
業
選
択
の
自
由
と
就
職
の
機
会
均
等
の
保
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障
」
と
い
う
視
座
は
、
職
業
安
走
法
第
三
粂
に
お
い
て
「
何
人
も
、

人
種
、
国
籍
、
信
条
、
性
別
、
社
会
的
身
分
、
門
地
、
従
前
の
職

業
、
労
働
組
合
の
組
合
員
で
あ
る
こ
と
等
を
理
由
と
し
て
、
職
業

紹
介
、
職
業
指
導
に
つ
い
て
、
差
別
的
取
扱
を
受
け
る
こ
と
が
な

い
」
と
明
記
さ
れ
て
い
る
。
だ
が
、
統
一
応
募
書
類
が
使
用
さ
れ

る
以
前
の
採
用
選
考
に
お
い
て
は
、
戸
籍
謄
　
（
抄
）
　
本
と
社
用
紙

の
提
出
が
応
募
者
に
課
せ
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
社
用
紙
に
は
本
籍

地
、
家
族
の
職
業
・
役
職
や
学
歴
、
収
入
、
資
産
、
住
居
の
種
類

や
畳
数
、
宗
教
、
尊
敬
す
る
人
物
な
ど
を
記
入
さ
せ
、
部
落
を
は

じ
め
社
会
的
底
辺
の
人
び
と
を
排
除
す
る
、
い
わ
ゆ
る
「
人
別
帳
」

の
資
料
と
し
て
悪
用
さ
れ
て
い
た
。
さ
ら
に
、
こ
れ
に
基
づ
い
て

差
別
的
な
身
元
調
べ
や
面
接
が
行
わ
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
、

部
落
出
身
生
徒
や
社
会
的
底
辺
階
層
の
生
徒
た
ち
は
、
業
務
の
遂

行
に
か
か
わ
る
個
人
の
能
力
や
適
性
と
は
無
関
係
の
事
由
に
よ
っ

て
、
就
職
の
棟
会
均
等
か
ら
排
除
さ
れ
て
き
た
。

差
別
的
な
求
人
要
項
や
社
用
紙
に
苦
し
み
耐
え
て
記
入
し
、
差

別
選
考
の
結
果
、
不
合
格
に
な
っ
て
も
、
抗
議
す
ら
で
き
な
い
生

徒
を
前
に
し
て
事
態
を
黙
視
で
き
な
か
っ
た
教
師
た
ち
が
、
部
落

解
放
運
動
に
励
ま
さ
れ
な
が
ら
、
労
働
行
政
の
下
請
け
の
就
職
斡

旋
の
業
務
か
ら
、
部
落
差
別
を
軸
に
し
て
生
徒
の
側
に
立
っ
た
就

職
指
導
の
取
り
組
み
に
方
向
転
換
し
て
い
っ
た
。
本
籍
欄
や
家
族

欄
等
を
削
除
し
た
現
行
の
全
国
統
一
応
募
書
類
は
、
そ
う
し
た
努

力
の
成
果
で
あ
る
。

同
時
に
、
差
別
選
考
を
撤
廃
さ
せ
る
仕
組
み
づ
く
り
の
過
程
で
、

生
徒
の
学
力
や
労
働
能
力
の
質
が
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
当

時
、
高
校
教
師
と
し
て
進
路
保
障
に
取
り
組
ん
だ
中
川
福
督
氏
が

就
職
指
導
に
つ
い
て
、
「
単
に
生
徒
の
就
職
先
を
あ
っ
せ
ん
す
る

こ
と
で
は
な
く
、
生
徒
に
ど
の
よ
う
な
生
き
方
を
選
ぶ
の
か
を
考

え
さ
せ
、
働
き
抜
く
た
め
の
課
題
を
明
確
に
さ
せ
、
そ
の
課
題
に

向
か
っ
て
取
り
組
ま
せ
て
い
く
」
営
為
と
し
た
観
点
は
、
現
在
直

面
し
て
い
る
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
課
題
と
重
な
る
。
一
九
六
〇
年
代

半
ば
以
降
、
同
和
教
育
に
か
え
て
「
解
放
教
育
」
と
い
う
用
語
が

使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
背
景
に
は
、
差
別
や
抑
圧
に
立
ち
向
か

う
子
ど
も
た
ち
が
、
部
落
の
生
徒
だ
け
で
な
く
、
在
日
韓
阻
・
朝

鮮
人
や
身
体
障
害
者
、
そ
の
他
の
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
貧
困
家
庭
の

生
徒
な
ど
に
ま
で
広
が
り
、
就
職
保
障
の
多
様
な
取
り
組
み
を
広

げ
て
い
っ
た
経
緯
が
あ
っ
た
。
要
す
る
に
、
就
職
保
障
・
進
路
保

障
の
取
り
組
み
は
、
求
人
者
・
企
業
側
と
教
師
の
側
と
の
部
落
問

題
を
軸
と
し
た
人
間
観
・
学
力
観
の
理
非
を
あ
ら
そ
う
価
値
争
奪

の
闘
い
で
も
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

四
　
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
め
ざ
す
も
の

若
者
の
就
職
難
と
い
う
雇
用
問
題
は
、
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
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や
情
報
化
に
と
も
な
う
企
業
の
雇
用
戦
略
の
変
更
に
よ
っ
て
も
た

ら
さ
れ
た
が
、
若
者
と
学
校
教
育
の
側
が
対
応
す
べ
き
課
題
や
、

学
校
数
青
か
ら
仕
事
へ
の
接
続
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
の
問
題
も
あ
る
。

い
わ
ゆ
る
学
歴
社
会
の
序
列
を
競
う
受
験
競
争
偏
重
の
学
校
数
育

に
よ
っ
て
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
や
職
業
教
育
が
軽
視
さ
れ
て
き
た
の

で
あ
る
。
中
・
高
・
大
学
の
新
規
学
卒
者
の
就
職
後
の
離
職
率
が

「
七
・
五
・
三
離
職
」
と
呼
ば
れ
、
失
業
も
「
自
発
的
離
職
」
と

い
う
傾
向
が
強
く
な
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
事
態
の
深
刻
化
に
対
応
し
て
、
一
九
九
九
年
一
二
月

に
提
出
さ
れ
た
中
教
審
答
申
「
初
等
中
等
教
育
と
高
等
教
育
と
の

接
続
の
改
善
に
つ
い
て
」
は
、
「
学
校
と
社
会
及
び
学
校
間
の
円

滑
な
接
続
を
図
る
た
め
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
」
　
（
望
ま
し
い
職
業
観
・

勤
労
観
及
び
職
業
に
関
す
る
知
識
や
技
能
を
身
に
付
け
さ
せ
る
と
と
も

に
、
自
己
の
個
性
を
理
解
し
、
主
体
的
に
進
路
選
択
す
る
能
力
・
態
度

を
育
て
る
教
育
）
を
小
学
校
段
階
か
ら
発
達
課
題
に
応
じ
て
実
施

す
る
必
要
が
あ
る
、
と
提
言
し
た
。
こ
の
提
言
は
、
二
〇
〇
二
年

一
一
月
に
設
置
さ
れ
た
「
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
推
進
に
関
す
る
総
合

的
調
査
研
究
協
力
者
会
議
」
　
の
報
告
書
「
児
童
生
徒
の
一
人
一
人

の
勤
労
観
、
職
業
観
を
育
て
る
た
め
に
」
　
（
二
〇
〇
四
年
一
月
二
八

日
）
　
に
具
体
化
さ
れ
て
い
る
。
本
「
報
告
書
」
は
、
「
キ
ャ
リ
ア
」

概
念
を
「
個
々
人
が
生
涯
に
わ
た
っ
て
推
進
す
る
様
々
な
立
場
や

役
割
の
連
鎖
及
び
そ
の
過
程
に
お
け
る
自
己
と
働
く
こ
と
の
関
係

付
け
や
価
値
付
け
の
累
積
」
と
捉
え
て
い
る
。
こ
の
概
念
規
定
の

う
え
に
、
「
キ
ャ
リ
ア
教
育
」
と
は
「
児
童
生
徒
一
人
一
人
の
キ

ャ
リ
ア
発
達
を
支
援
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
キ
ャ
リ
ア
を

形
成
し
て
い
く
た
め
に
必
要
な
意
欲
・
態
度
や
能
力
を
育
て
る
教

育
」
　
で
あ
り
、
端
的
に
は
「
児
童
生
徒
一
人
一
人
の
勤
労
観
、
職

業
観
を
育
て
る
教
育
」
　
で
あ
る
と
定
義
し
て
い
る
。

こ
の
定
義
か
ら
も
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
は
、
特
定
の
職
業
・
職
能

に
対
応
し
た
能
力
や
資
格
を
習
得
さ
せ
る
準
備
教
育
で
は
な
く
、

学
枚
の
す
べ
て
の
教
育
活
動
を
通
し
て
推
進
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
も
の
で
あ
り
、
進
路
指
導
の
取
り
組
み
は
「
キ
ャ
リ
ア
教
育
の

中
核
を
な
す
も
の
」
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

キ
ャ
リ
ア
教
育
の
ね
ら
い
は
、
高
等
教
育
進
学
率
の
上
昇
に
と

も
な
い
強
ま
っ
て
き
た
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
傾
向
の
強
い
若
者
に
対
す

る
社
会
的
・
精
神
的
自
立
力
の
育
成
に
あ
る
。
豊
か
な
人
間
関
係

を
築
き
、
有
意
義
で
充
実
し
た
人
生
設
計
を
立
て
、
職
業
や
仕
事

へ
の
夢
や
希
望
を
育
み
、
個
性
の
開
花
と
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
の

形
成
を
め
ざ
す
自
己
教
育
力
と
共
生
力
、
す
な
わ
ち
「
生
き
る
力
」

を
育
成
す
る
こ
と
に
あ
る
。

五
　
キ
ャ
リ
ア
教
育
推
進
の
条
件

さ
き
に
紹
介
し
た
「
報
告
書
」
　
の
提
言
を
時
宜
に
か
な
っ
た
も
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の
と
評
価
す
る
に
や
ぶ
さ
か
で
は
な
い
が
、
子
ど
も
の
進
路
選
択

過
路
の
現
状
認
識
が
き
わ
め
て
抽
象
的
・
心
理
的
レ
ベ
ル
に
と
ど

ま
り
、
そ
の
生
活
現
実
へ
の
切
り
込
み
が
な
さ
れ
て
い
な
い
点
も

指
摘
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

個
人
の
尊
厳
と
基
本
的
人
権
に
基
づ
く
立
憲
主
義
の
日
本
国
憲

法
の
も
と
で
も
、
結
婚
・
就
職
差
別
の
よ
う
に
、
「
世
間
」
型
差

別
文
化
は
根
強
く
生
き
続
け
て
い
る
。
日
本
社
会
に
は
、
法
の
支

配
の
及
ば
な
い
閉
鎖
的
な
生
活
世
界
が
潜
在
し
、
排
他
的
な
人
間

関
係
の
綻
が
暗
黙
裏
に
支
配
し
て
い
る
。
の
み
な
ら
ず
、
日
本
の

近
代
化
の
「
負
の
遺
産
」
　
で
あ
る
学
歴
差
別
と
職
業
差
別
が
連
動

し
、
新
自
由
主
義
政
策
の
も
と
で
階
層
格
差
と
地
域
格
差
は
拡
大

し
、
「
勝
ち
組
」
「
負
け
組
」
　
の
二
極
分
解
が
野
放
し
に
さ
れ
て
い

る
。
現
在
、
教
育
現
場
や
家
庭
・
地
域
が
直
面
し
て
い
る
い
じ
め
・

暴
力
・
非
行
・
虐
待
な
ど
の
反
社
会
的
な
問
題
行
動
や
脱
社
会
的

な
不
登
校
・
ひ
き
こ
も
り
・
人
格
障
害
の
問
題
状
況
も
、
差
別
の

重
層
構
造
の
な
か
で
生
起
し
て
い
る
こ
と
は
否
め
な
い
。

そ
れ
ゆ
え
、
「
子
ど
も
の
権
利
条
約
」
　
の
精
神
か
ら
、
キ
ャ
リ

ア
教
育
も
位
置
づ
け
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
小
学
校
段
階
か

ら
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
推
進
す
る
に
は
、
人
権
・
同
和
教
育
と
結
合

し
た
実
践
的
取
り
組
み
が
不
可
欠
で
あ
る
。
子
ど
も
一
般
と
い
う

抽
象
的
存
在
で
は
な
く
、
一
人
の
生
活
者
と
し
て
同
時
代
人
と
し

て
生
き
る
社
会
的
存
在
と
し
て
子
ど
も
を
具
体
的
に
捉
え
、
人
権

と
学
習
権
を
保
障
す
る
観
点
か
ら
キ
ャ
リ
ア
教
育
は
構
築
さ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

し
た
が
っ
て
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
取
り
組
み
は
、
子
ど
も
一
人

ひ
と
り
の
生
活
現
実
や
生
育
史
を
ふ
ま
え
、
親
・
家
族
、
地
域
の

生
活
課
題
を
教
育
課
題
と
し
て
捉
え
直
す
こ
と
か
ら
始
め
ら
れ

る
。
学
校
が
、
子
ど
も
の
生
き
て
い
く
上
で
不
可
欠
な
自
己
実
現

の
場
に
な
っ
て
い
る
か
ど
う
か
、
と
い
う
教
育
的
な
居
場
所
を
問

い
直
す
こ
と
か
ら
自
立
支
援
が
始
ま
る
の
で
あ
る
。
す
で
に
人
権

総
合
学
習
は
、
こ
の
観
点
か
ら
取
り
組
ま
れ
て
い
る
。

学
業
不
振
に
陥
っ
た
子
ど
も
の
学
習
意
欲
を
高
め
る
に
は
、
と

り
わ
け
授
業
の
な
か
に
知
的
好
奇
心
を
よ
び
お
こ
す
学
び
の
凌
が

あ
る
の
か
、
友
達
や
教
職
員
と
共
に
楽
し
い
学
枚
生
活
を
送
っ
て

い
る
の
か
、
が
問
い
直
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

さ
ら
に
は
、
現
代
社
会
に
潜
在
す
る
差
別
支
配
と
対
峠
し
サ
バ

イ
バ
ー
と
し
て
逆
境
を
も
バ
ネ
に
し
て
生
き
る
人
々
の
、
そ
の
生

き
方
に
学
ぶ
こ
と
が
、
求
め
ら
れ
て
い
る
。
学
校
を
地
域
に
開
く

取
り
組
み
も
、
地
域
社
会
で
暮
ら
し
を
見
つ
め
、
歴
史
を
掘
り
起

こ
し
、
自
助
・
共
助
・
公
助
の
仕
組
み
を
つ
く
つ
た
先
人
の
足
跡

に
学
び
、
子
ど
も
自
身
が
大
人
と
と
も
に
ま
ち
づ
く
り
に
参
加
す

る
、
す
な
わ
ち
市
民
的
リ
テ
ラ
シ
ー
を
学
ぶ
た
め
で
あ
る
。
そ
の

た
め
に
も
、
学
力
保
障
と
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
結
合
に
よ
る
進
路
保

障
の
取
り
組
み
が
、
教
育
改
革
の
重
要
課
題
と
い
え
よ
う
。
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